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Ⅰ 研究主題 

生徒が自信と意欲をもって数学に取り組む学習の在り方 

～自信と意欲を育む学習モデルの構築とその実践を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  今日の数学教育において、生徒の実態に即しながら、これまで数多くの授業形態についての研

究がなされており、各教師が行う授業の形式も多種多様であり、工夫がなされている。しかし、

平成 27年度全国学力・学習状況調査において、「算数・数学の勉強は好きですか」の問いに対し、

43.6％の生徒が否定的な回答をしている。学力については、本県の数学科における学力の状況を

見ると、数学 A、数学 B ともに全国平均を下回っている。また、みやざき小中学校学習状況調査

における平成 25年度から 27年度の中学校第２学年数学の得点分布を見ると学力層のＢ層とＣ層

の落ち込みが顕著であるため、学力向上のための取組が急務である。 

  市川伸一氏（東京大学大学院教授：認知心理学）は、著書『教えて考えさせる算数・数学』の

中で、最近の授業は「さあ、考えてみましょう」「多様な考えを出し合いましょう」という、自力

解決、協同解決に時間を取られ過ぎるため、教師が教えるべき事項をきちんと教えずに授業が終

わってしまい、生徒が「授業が分からない」という状況に陥っていると指摘している。１時間の

授業を組み立てるとき、まず考慮すべきは生徒の実態である。生徒が塾に通っている場合、学校

の授業進度を上回っている場合も多い。また、塾に通っていない生徒の中でも、数学を得意とす

る生徒もいれば、苦手とする生徒もいる。そのような状況のもとで、ある課題を提示し、何の手

立ても講じずにグループで問題解決させた場合、その問題が既習事項である生徒は、「なぜ、こん

な簡単な問題をわざわざ話し合わなければならないのだろう」と、答えをすぐに出してしまい、

退屈に感じていると思われる。逆に数学を苦手とする生徒は、何もできずに、ただそのグループ

に所属するだけという状況になってしまう。話合い活動を効果的なものにするためには、まず、

生徒が習得すべき基本的事項を教師がしっかりと教え、生徒に問題を解けるという自信をもたせ

ることが大切である。問題が解けるとともに、自分の考えを他者に伝える力が身に付けば、協働

的な学びの際に生徒が意欲をもって活動できると考える。また、授業だけでなく復習や予習を自

主的に取り組む姿勢を育成していくことで、生徒が、問題が解けるという喜びと数学の問題を解

く楽しさを感じるだろう。 

そこで本研究では、理論研究において、予習及び復習の重要性、「教えて考えさせる授業」の概

念、協働的な学び等について研究する。これらの理論をもとに、実践研究では、基礎基本の徹底

及び活用を促す教科指導を進めていく上で、どのような指導過程が効果的であるかを考え、一般

化していく。その際、学習形態や協働的な学びを意識して、自信と意欲を育む数学の授業モデル

の研究を進める。次に、予習と復習の具体的な手立てについて研究し、家庭学習モデルの研究を

進める。この２つのモデルを連携させ、1 つの大きな学習モデルとして構築していく。このモデ

ルで生徒が学習を進めていけば、予習・教師の模倣・自力で解く・復習で解くという手順で、同

じ系統の問題を何回も繰り返すことになり、確実に知識を習得することができる。そして、得た

知識をもとに、自信をもって自分の思考を他者に説明できるようになるとともに、授業で学んだ

ことを予習や復習で試してみたいという学習意欲の向上にもつながると考える。本研究では、授

業において学習内容の確実な習得と、得た知識を活用できるような授業展開を考えるとともに、

家庭での予習や復習も学習サイクルの重要な要素として考え、授業及び家庭学習において意欲的

に数学に取り組む姿勢を育みたい。そして、どの教師でも活用できるような学習モデルを構築し、

実践していくことで、生徒が授業及び家庭学習に対し、自信と意欲をもって取り組んでいくと考

え、本主題及び副題を設定した。 
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・ 自ら学ぶ姿勢を身に付けるための方策（復習活動・予習活動の位置付け） 

・ 「教えて考えさせる授業」の概念 

・記述力の育成 

・ 「協働的な学び」について 

 

 

Ⅲ 研究目標 

  自信と意欲をもって数学に取り組む生徒を育成するために、授業モデル及び家庭学習モデルを

構築し、これらを連携させた「自信と意欲を育む学習モデル」の在り方を究明する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

予習、授業、復習の具体的な手順と方法をモデル化し、授業と家庭学習の連携を図りながら学

習活動を進めていけば、自信と意欲をもって数学の問題に取り組む生徒の育成が図れるだろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践研究 

目指す生徒像 

自信と意欲をもって数学に取り組む生徒 

【家庭学習モデル構築】 

検証授業Ⅰ(連立方程式の解き方) ＋ 検証授業Ⅰ前の授業実践(６時間) 
 
検証授業Ⅱ（一次関数の利用） ＋ 検証授業Ⅱ前の授業実践(８時間) 

 

  

理
論
研
究 

連携 

自信と意欲を育む 
学 習 モ デ ル 

教科書及び授業ノート・ 

復習ノートの効果的な活用 

 

【授業モデル構築】 

予習・復習マニュアル 自己評価表・意識調査 

自信と意欲をもって数学に取り組む生徒を育成するために、授業モデル及び家
庭学習モデルを構築し、これらを連携させた「自信と意欲を育む学習モデル」の
在り方を究明する。 

 研究目標 

 

予習、授業、復習の具体的な手順と方法をモデル化し、授業と家庭学習の連携
を図りながら学習活動を進めていけば、自信と意欲をもって数学の問題に取り組
む生徒の育成が図れるだろう。 

研究仮説 

 

生徒が自信と意欲をもって数学に取り組む学習の在り方 
～自信と意欲を育む学習モデルの構築とその実践を通して～ 

研究主題 
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【図１】自信と意欲を育む学習モデル  

【表１】「授業ノート」と「復習ノート」の使い分けについて 

【図２】「３つの学び」と繰り返し解くサイクル 

Ⅵ 研究の実際 

生徒が、授業や家庭学習に取り組む  

際、まずは具体的な学習の方法を確立し

ているかということを考慮すべきであ

る。自分で意欲的に学習に取り組む生徒

は、何をどのように勉強すればよいかを

理解しているが、大半の生徒は、教師か

ら指示された範囲の事しか行っていな

いと推測する。つまり、教師の指示が曖

昧で抽象的すぎると、何をすればよいか

分からず、学習意欲も高まらない。そこ

で、実践研究では、【図１】のように、授業モデルと家庭学習モデルを編成し、この２つを連携さ

せた「自信と意欲を育む学習モデル」作成を進めていく。また、予習・授業・復習の一連の流れを

つなぐ要素として、授業ノートと復習ノートの効果的な活用を重要な位置付けとする。 

 

１ 授業ノートと復習ノートの効果的な活用について 

本研究では、授業と家庭学習を連携させるために、「授業ノート」と「復習ノート」の使い分

けをしている。【表１】は、授業において生徒に指導する際の、ノートの使用方法や意義につい

てまとめたものである。 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

２ 学びのサイクルと繰り返し学習について 

 本研究では、誰から学ぶかについて、「３つの学び」(教師から学ぶ・級友から学ぶ・自分か

ら学ぶ)と定義した。この「３つの学び」が、授業や家庭学習のサイクルと、どのように関わっ

ているかを具体的に挙げたものが【図２】である。 

   

 

 

 

 

 

  授業ノート 復習ノート 

意 義 

○ 後で見返すためのノートである。 

・ 授業内容の理解を助ける（思考ツール）。 

・ 授業内容を記憶に残す。 

 

○ 授業で扱った例題や問題を解き直す

ためのノートである。 

・ 授業で学習した内容を定着させる。 

・ 苦手な問題を克服する。 

使 用 の 

ポ イ ン ト 

○ 自分のオリジナルの参考書になるよう、見

やすいノート作りを意識する。 

・ 色ペンを効果的に使用する。 

・ 解く手順やポイントなどを記入する。 

・ 詰めすぎず、ゆったりとノートを使う。 

・ 学習内容が変わるときは、ノートが途中で 

あっても新しいページから書く。 

・ 「例 1 は R1」「例題１は RD1」「問１は

T1」「学習課題は G.K」のように記号を使う。 

○ 授業で解いた問題が自力で解けるか

確認する。解けないときは、授業ノート

を見返して、解法を再確認した後、問題

を解く。 

○ １回練習しただけでは自信がないと

きは、何回も解く。 

○ 問題を解き直すことが目的なので、授

業ノートと同じレイアウトでなくても

よい。 

注意事項 
○ なるべく早く、かつ丁寧に記入できるよう

常に意識する。 

○ 授業ノートをただ書き写しても意味

がないことを理解する。 
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【表２】授業モデル 

【写真１】復習ノートを点検する様子 

【表３】自己評価表 

この流れで生徒が学習していけば、教師から一方的に学習内容を伝達されるのではなく、生

徒主体の学びになると考えた。同じ系統で難易度を変えた問題を、最大で５回解くことになり、

繰り返し解くことで学習内容の確実な定着を図ることができる。また、問題が解けたり、説明

できたりすることで、自信や意欲の向上につながると考える。この学びのサイクルをもとに、

次の授業モデルを作成した。 

 

３ 授業モデル作成 

理論研究をもとに【表２】のような授業モデルを作成した。それぞれの教師で授業の構成に

ついては様々ではあるが、毎時間の一貫した授業の流れが決められていないと、計画性のない

場当たり的な授業となってしまう。導入、展開、終末の段階に分けた授業構成が一般的ではあ

るが、本研究では、下記の授業モデルを一つの案として提唱する。 

 

段階 活動内容 教師の動き 生徒の動き 

(1) 確 認  

復習ノートの点検（確認）を受ける。 
 一人一人、復習ノート
を点検（確認）していき、
アドバイスをする。 

 教師が点検している
間、自己評価表で予習と
復習の状況について振
り返る。早く終わった
ら、ワークの問題を解
く。 

自己評価表で家庭学習を振り返る。 

前時の学習内容を振り返る。 

(2) 理解確認 

本時の見通しをもつ 。 
（ 「分からない」の確認 ） 

 新しい概念は、教師が
中心に生徒と問答しなが
ら教える。 

 教師の説明の際は、筆
記具は持たずに、問答に
参加する。説明後に、黒
板を見ずに同じ問題を
解く。 

問題の解き方を理解する。【図２②】 

学んだ方法を自分で試す。【図２③】 
 新しい概念を理解して
いるか確認する。 

(3) 理解深化 

類題や発展的な問題を解く。 
(個人思考または協働的な学び）【図２④】 

 生徒が主体的に活動す
る時間であり、協働的な
学びを意識しながら問題
解決を促す。最後は必ず、
本時で習得すべき事項に
ついて再確認する。 

 自力解決できない場
合は、近くの生徒に聞い
て解決してもよい。早く
終わった生徒は、別の練
習問題を１問でも多く
解く。また、協働的な学
びで考えを共有する。 

本時の学習課題が達成できたかを確
認する。 

(4) 自己評価 

本時の学習を振り返り、自己評価表
に記入する。 
（「分からない」の解決ができたか） 

 必ず自己評価の時間を
設ける。そして、２種類
の付箋を使い分けて教科
書に貼らせ、予習と復習
の範囲を指示する。 

 意欲、理解度について
本時の学習状況を振り
返る。 

予習・復習の見通しをもつ。 

 ピンクの付箋を本時
の最初の部分、黄色の付
箋を本時の最後の部分
に貼る。 

(1) 「確認」について 

授業の開始５分程度を確認の時間に充て、復習 

ノートの点検と自己評価の時間とする。【写真１】

のように教師が一人一人の復習ノートを点検し、

内容についてアドバイスをしていく。復習内容の

良いノートをその場で称賛したり、タブレット端

末を用いて TV スクリーンに投影して紹介したり

すれば、生徒の意欲向上につながると考える。    

また、この時間で、前日の家庭学習の状況を自己

評価表で振り返らせる。教師が復習ノートを点検

している間、生徒は【表３】の自己評価表の１から３までの項目について振り返り、記入す

る。この時間に前時の学習内容を想起させるとともに、生徒にとって家庭学習が、授業を含

めた学習サイクルの一部になるよう意識させる意図もある。終わった生徒は、副教材の問題

を１問でも多く解くよう指示している。 
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【表４】家庭学習モデル 

【写真２】付箋を用いた復習と予習の指示 

(2) 「理解確認」について 

この段階は、新しい概念を教師が分かりやすく教えていくことで、生徒が基礎的な知識を

確実に理解することを目的としている。まず、教師と生徒が問答し、生徒の思考を誘導しな

がら問題の解き方を確認していく（【図２②】）。問答の過程では、ICT や具体物等の教具を用

いた分かりやすい説明をしていくことが大事である。次に、解法を確認したら、自力で解け

るか授業ノートに解いてみる（【図２③】）。この段階で、新しい概念の確実な定着を図りたい。 

(3) 「理解深化」について 

この段階では、「理解確認」の段階で新しく得た知識を活用することを目的としている。類

題や応用問題を自力で解いたり（【図２④】）、協働的な学びを取り入れたりする。協働的な学

びのよさは、対話や議論を通じ、他者と解法や考え方を共有することで、問題を解決できた

という喜びを感じられることや、自分の思考を更に深めることである。本研究の２回の検証

授業では、ペア学習やグループ学習を取り入れて、理解が深まるようにしたが、学習内容に

よっては、応用問題を自力でじっくりと取り組ませる時間も確保したい。単元全体を見通し

て、必要に応じて教師が教える時間と生徒主体の時間のバランスを調整していくことが大切

である。なお、この段階で使用する問題は、難易度を考慮して、過去の入試問題や副教材の

応用問題などから、生徒の実態や本時の学習課題に沿うものを選んで、提示する。また、グ

ループ活動で終わるのではなく、一斉指導に戻して、本時の学習内容についての生徒の理解

度を確認する。 

(4) 「自己評価」について 

生徒が、自分の学習意欲や理解度を把握するために、授業の最後で、自己評価表を用いて

本時の学習状況を振り返る。【表３】の自己評価表の４から６の項目について回答し、授業で

学んだことや感じたことを簡潔に記入させる。 

 

４  家庭学習モデル作成 

【表４】は、授業ノートと復習ノートを活用した家庭学習モデルである。復習をすることで、

「分かる」から「できる」状態になり、授業内容の確実な定着を図る。予習は、「分かる」と「分

からない」を区別することがねらいであるため、自分の解けない問題を把握した上で、生徒が

解決したいという意欲をもって授業に臨ませることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、復習と予習を習慣化する上で、付箋を活用 

した。【写真２】のように、授業で扱う部分の最初の 

位置にピンクの付箋を貼り、授業の最後の時間帯に、 

授業内容の最後の位置に黄色い付箋を貼るよう指示 

する。こうすることで、家庭学習において、復習する 

部分はピンクの付箋から黄色の付箋の部分で、予習 

は黄色の付箋以降の部分であることが一目で分かる。 

 

段階 活動内容 生徒の動き 復習ノート 授業ノート 

復習 
 教科書を開き、授業
で解いた例題や問題

を解く。 【図２⑤】 

 教科書のピンク付箋か
ら黄色付箋までの部分の
問題を自力で解く。 

 授業で扱った問題を解き
直すためのスペースであ
り、授業ノートをそのまま
写さない。 

 復習で解き直した後、丸
付けの際に利用する。また、
解法を忘れた場合に読み返
す。 

予習 

 次の授業で扱う部

分を読む。余裕があれ
ば、問題を解いてみ
る。   【図２①】 

 教科書の黄色付箋以降
の部分を読む。解けそう
だったら解いてみる。 

 予習で問題を解く場合に
は、復習ノートに解く。 

 予習の際、既習事項を使
う場合もあるので、その時
は、授業ノートを読み返す。 

宿題 
 指示された問題を

解く。 
 授業中に指定された問
題を授業ノートに解く。 

  
 宿題であることが分かる
よう、線で区切るなどして
工夫する。  

黄色の付箋（予習ここから）↑ 

↑ ピンクの付箋（復習ここから） 
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【図３】使用マニュアル 

【表５】9 月に行った検証授業の流れ 

５ ノートの使い方と予習・復習のマニュアル作成 

授業と家庭学習を連携させるために、教科書と授業

ノートの効果的な活用について着目した。すべての生

徒が、どのように復習や予習を進めればよいか分かっ

ていれば、復習や予習の実施率も上がると考えた。 

そこで、生徒が学習活動の手順を理解し、予習及び

復習に取り組みやすくするために、右の【図３】のよ

うなマニュアルを作成した。次に、生徒の人数分をラ

ミネート加工して、それを授業ノートの表紙の裏に貼

らせ、ノートの使い方及び復習・予習の進め方につい

て初回の授業で説明した。授業ノートは、後で復習す

る際に見直すためのノートであり、見やすく使いやす

いノート作成を促した。 

 

６ 意識調査の項目設定について 

本研究の効果を検証するために、授業実施前（５月

末）、検証授業Ⅰ後（６月中旬）、検証授業Ⅱ後（９月

末）に、計３回の意識調査を実施した。項目を設定す

る際に、全国学力・学習状況調査の質問紙調査で問わ

れている質問と同じ内容をいくつか用いた。 

 

Ⅶ 検証授業 

１ 授業実践と検証授業 

本研究で定義した授業モデルと家庭学習モデルの効果を調べるために、６月に６時間、９月 

に８時間の授業実践を行い、検証授業は２回実施した（６月 14日、９月 30日）。 

下の【表５】は、９月に行った検証授業の授業の流れである。なお、２回の検証授業は学習 

指導案を作成した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

２ 検証授業の考察 

(1) 自己評価表の分析 

【図４】は、【表３】の自己評価表の結果を集計し、６月と９月のデータを比較したもので

ある。 

 

(ｱ) 復習ノートの点検及び前日の家庭学習の状況を自己評価表に記入させる。（自己評価の時間） 

(ｲ) 本時の学習過程を確認し、メインの活動のために必要な知識や活動手順を、問答しながら教える。 

（知識をしっかり教える時間）→【図２②】 

(ｳ) 教師から学んだ方法で、問題を自力で解かせる。→【図２③】 

(ｴ) ペアで協力して問題を作り、その問題の解答を作成させる。（メインの活動）→【図２④】 

(ｵ) 作成した問題を他のペアと交換し、問題を解き合わせ、学習内容の定着を図る。（メインの活動） 

(ｶ) 生徒の作成した問題を１問抽出し、全員に解かせる。（定着を図る時間）        ↘【図２④】 

(ｷ) 本時の内容の理解度と意欲を自己評価表に記入させる。（自己評価の時間） 

ノートの使い方 

～美しく、見やすいノートを作成しよう～ 
① 色ペンは３色準備しよう！（赤、青、もう一色）うまく使

えば、すごく見やすいノートになります！ 

② きれいに、しかも、スピーディに書けるようになろう！ 

③ こまめに、ページ数を書こう。 『36ページ → Ｐ３６』 

④ 『問１ → Ｔ１』 、 『例 1 → R1』 、 『例題１→ RD1』 

（このように書くと、時間が短縮できるよ！） 

⑤ 攻め方、考え方もしっかりとノートに書いておくと、家

で復習するとき、見やすいですよ！『攻め方→攻 』 

 

復習・予習の進め方 

【付せんの使い方】・・・教科書に貼ろう！ 

① ピンク・・・復習→授業内容の最初の所に貼る 

②  きいろ・・・予習→授業内容の最後の所に貼る 
 

【復習の仕方】 

〇 授業で解いた問題を「復習ノート」にもう一度解こう！ 

・「ピンクの付せん」から「黄色の付せん」までが復習の範囲 

です。授業ノートを見ずに解ければ、身に付いています！ 

・分からない場合は、授業ノートを見て解き方を理解した後、 

必ず自力で解いてみよう！ 
  

【予習の仕方】 

① まず、じっくりと教科書を読みましょう！横に書いている 

ヒントも必ず読みましょう！ 

② 次に「例」や「例題」の答えをかくし、復習ノートに解こう！ 

③ 難しいときは、読むだけでＯＫ！ 
 

〇 なぜ、予習するのか？それは、授業で新しい問題を解く 

ときに、あらかじめ予習しておけば、授業がスムーズに理 

解できるからです。ゆくゆくは自分の力でどんどん勉強を 

進めていくことが理想です！ 
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【図４】自己評価の変容(上：６月、下：９月)  

【図６】平成 27年度問題：一次関数の利用 

【図５】平成 19、26年度問題：連立方程式 

 

ア 復習について 

      自己評価の変容を見ると、復

習をした生徒の割合は６月平均

が 81.6％だったのが、９月の平

均は 96.2％となった。このこと

から、生徒が復習ノートを活用

して、その日の授業を復習する

習慣が身に付いたといえる。ま

た、前回の授業の問題を解く自

信はあるかという問いに対して

も、期間を通して高い数値が得

られたことから、復習をしっかりとすることで、授業内容が定着し、問題を解く自信につ

ながったといえる。 

イ 予習について 

     ９月の予習実施率は 73.1％だった。予習を実施した生徒は、教科書を読んだり問題を解

いたりしているが、予習を実施していない生徒は、期間を通して予習をしない傾向が見ら

れた。６月の予習実施率が 63.3％であることと、予習を指示する前の実施率が 25％だった

ことを考えると、実践研究の効果はあったといえる。また、予習が授業の理解に役立って

いると答えた生徒が多く、問題を解く自信が向上したことで、予習に取り組もうとする意

欲も向上したのではないかと推測する。 

 

(2)  全国学力・学習状況調査の過年度問題の利用と結果比較 

検証授業Ⅰ及び検証授業Ⅱの終了後、全国学力・ 

学習状況調査の過年度問題を生徒に解かせ、検証ク 

ラスと全国の正答率を比較した。 

    【図５】の連立方程式に関しては、全国の正答率 

が(1)に関しては 72.7％、(2)に関しては 68.0％だっ 

たのに対し、検証クラスの正答率は、(1)が 95.8％ 

で、(2)は 100％であった。 

    【図６】の一次関数の利用の問題に関しては、全 

国の正答率が、(1)に関しては 50.6％、(2)に関して 

は 84.1％だったのに対し、検証クラスの正答率は、 

(1)と(2)の両方とも 95.8％であった。 

このことから、検証クラスは学力層Ａ層からＣ層 

の生徒であるので、一概に単純比較はできないが、 

学習内容の定着を図ることができたと考える。 

 

 

  
  

  
  

  

  

100.0%

96.1%

92.1%

73.1%

96.2%

96.2%

99.4%

94.3%

84.0%

63.3%

78.5%

81.6%

授業意欲

授業理解度

予習が役に立ったか

予習実施率

前回の問題を解く自信

復習実施率

6月

9月
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【写真３】付箋の活用 

【写真４】生徒が作成した問題と解答 

(3)  生徒の授業ノート及び復習ノートの変容について    

     見やすく活用しやすいノート作りを指導してきた結果、生徒のノートの書き方にも変容が

見られた。授業実践当初は、板書内容をすべて書かなかったり、連立方程式の途中の計算過

程をほとんど書かずに済ませたりする生徒もいた。そこで、復習ノート点検時や机間指導の

際に適宜アドバイスを行ったり、内容の良いノートは TV 画面に投影したりして称賛した。

その結果、生徒が、見やすいノート作りを意識するようになり、他者に自分の思考を説明す

る際に、自信をもって自分のノートを他の生徒に見せるようになった。さらに、説明を受け

る側の生徒の理解も深まり、質の高い学び合いにつながった。また、板書内容をノートにま

とめる時間について、所要時間をその都度提示し、スピードを意識させたことで、書く時間

が短縮でき、他の活動時間に時間を割くことができた。 

     ノートの使い分けについても、授業ノートは家庭学習の際の参考書となるよう、日々の授

業で記入の仕方について指導してきた結果、丁寧に書く習慣を身に付けさせることができた。

また復習ノートは、授業で学んだ内容が自力でできるかどうか確認するためのものという意

識も高まり、１回だけでなく複数回解き直す生徒も見られた。 

 

(4)  学習形態について 

     本研究では、学習形態に関して、「３つの学び」（教師から学ぶ・級友から学ぶ・自分から

学ぶ）を意識して、自信と意欲を育む授業モデルを構成してきた。本時で習得させたいこと

は何なのかを焦点化し、教えるべきことは教師がしっかりと教えた。その後、協働的な学び

を取り入れ、応用問題に取り組ませた。最後は一斉指導に戻し、定着を図るために問題が解

けるかどうか確認した。このように、「３つの学び」を継続的に取り入れたことで、聞くべき

ときには聞く、他者に自分の考えを意欲的に表現する、自力で問題を解こうとするという姿

勢が定着した。また、毎時間、自己評価する時間を設定し、家庭学習や本時の授業を振り返

らせることで自己理解が深まり、学習活動の意欲が高まった。 

 

(5)  協働的な学びにおける活動について 

協働的な学びについて、６月の検証授業Ⅰでは３人から４

人のグループで活動させた。まず、解法が数種類ある問題を

個人で解かせ、それぞれの解法を確認し、３色の付箋で分類

させた。加減法であれば、「①＋②」、「①－②」の２種類、代

入法であれば、「②を①に代入」か「①を②に代入」の２種類

あり、右の【写真３】のように付箋に記入させ、自分の解法

の上に貼らせた。使用する付箋の色はグループ内で統一し

た。こうすることで、他の生徒がどの解法を用いたのかが視覚的にすぐ分かり、どの解法が

一番使用されたかも分かりやすかった。また、他者に説明し、自分の考えを理解してもらう

ことで自信が芽生え、意欲の向上につながった。 

    ９月の検証授業Ⅱでは、２人一組でペアを作ら

せ、協力して一次関数の文章問題作成に取り組ま

せた。その後、その問題の解答を作成するととも

に、他のペアと問題を交換して解き合うという流

れで授業を構成した。難易度が高い内容だった

が、数値の設定の仕方やグラフのかき方など、「理

解確認」の段階で、基本的な知識や問題解決の手

順を把握させたことで、その後の活動がスムーズに進んだ。また、【写真４】のような複雑な

問題を作成する生徒もいて、自信をもって自分の問題を他者に提示していた。 
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３ 意識調査の分析 

【図７】は、意識調査の中の、数学に対する意識についての推移を表したグラフである。示さ 

れた数値は、４件法（４点：そう思う、３点：どちらかといえばそう思う、２点：どちらかとい

えばそう思わない、1 点：そう思わない）で得られた得点の平均値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、これらの４項目の平均値の推移について、統計処理による差の検定を行い、有意差の有 

無を調べた。「(2)数学に苦手を感じている」、「(3)授業中、問題をやる気をもって解いている」、

「(4)家庭で、問題をやる気をもって解いている」の項目について、有意差があることが分かった。

このことから、苦手と感じる生徒が減少し、数学に対する自信が向上したと推測できる。 

次に、家庭での数学の復習にかける時間について集計したところ、24名中 21名の生徒が、「数 

学の復習にかける時間が増えた」と答えており、家庭において復習をする習慣が全体的に身に付

いてきている。  

続いて、授業ノート及び復習ノートの使い方について、「ノートがきれいになり見やすくなっ 

た」と答えた生徒は 24名中 18名で、「変わらない」と答えた生徒は６名であった。「変わらない」

と答えた生徒の中には、もともとノートの書き方がきれいだった生徒もいた。このことからノー

ト指導の効果はあったと推測できる。検証授業後に、生徒全員のノートを回収し、全てのページ

を写真に撮り、ノートのまとめ方や途中の式の書き方、グラフのかき方において、明らかな質の

向上が見られた。 

【写真５】は、ノートに記入するとき、字の大きさがバラバラで雑な書き方をしていたが、授

業の最初の方で丁寧に書くよう促した結果、次ページのように丁寧に記入できているものである。

この生徒に関しては、丁寧に書いているときは称賛し、改善が必要なときは、その都度アドバイ

スをした。書き方を指示するかしないかで生徒のノートの書き方も変わってくるので、的確な指

示が必要だと考える。【写真６ 】を見ると、グラフ用紙を使わなくても、座標軸から自力でかくこ

とができ、授業で学んだことを家庭においてもう一度解き直している様子が分かる。当初は、グ

ラフをかくのに時間がかかっていたが、大半の生徒が素早く、そしてきれいなグラフをかけるよ

うになった。復習ノートに、グラフを何度もかいて練習している生徒も見られた。 

 

 

【図７】数学に対する意識についての推移 

(1)数学は好きで

ある

(2)数学に苦手を

感じている

(3)授業中、問題

をやる気をもっ

て解いている

(4)家庭で、問題

をやる気をもっ

て解いている

実践前 3.25 2.58 2.83 3.38

6月 3.58 1.88 3.33 3.88

9月 3.63 2.00 3.29 3.71

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

実践前 6月 9月

ある 

(3) 授業中、問題
をやる気をもっ
て解いている 

(4) 家庭で、問題
をやる気をもっ
て解いている 

(2) 数学に苦手
を感じている 

(1) 数学は好き 

である  
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【写真６】復習ノートの内容 【写真５】指示前(左)、指示後(右)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 研究の成果と今後の課題 

 １ 研究の成果 

○ 「教えて考えさせる授業」をベースに授業モデルを構築して授業実践したことで、習得す 

べき知識や技能を生徒が習得でき、協働的な学びでも意欲的な活動が見られた。また、自己 

評価の時間を保障し、その都度、自分の取組について振り返らせたことで、単元全体を通し 

て高い学習意欲をもたせることができた。 

  ○ 「授業ノート」と「復習ノート」を別々に用意し、その使い方と意義について指導したこ 

とで、授業ノートは家庭学習を進める上での参考書になるよう、丁寧かつ迅速に記入しよう 

とする意識が高まった。 

  ○ 本研究の授業モデルと家庭学習モデルが生徒に浸透したことで、授業での理解度が高まる 

とともに、家庭学習の習慣も身に付き、問題を解く自信が高まった。 

２ 今後の課題 

  ● 復習実施率の 96.2％に対して、予習実施率が 73.1％に留まったことから、新しい問題を解 

こうとする態度を育成するためには、協働的な学びを更に充実させて、学問の楽しさや問題 

を解く面白さを生徒に感じさせることが重要である。 

  ● 「教師がしっかり教える」時間と、「協働して活動する」時間のバランスをしっかりと見通 

して授業を計画し、習得する力と活用する力の両方を伸ばしていきたい。 

≪研究実践校≫宮崎市立宮崎中学校

参考・引用文献等 

「自ら学ぶ姿勢を身につけるには」                （平成 19年 竹内 理 三省堂） 

「教えて考えさせる算数・数学」            （平成 27年 市川伸一 図書文化社） 

「アクティブ・ラーニング 授業実践の原理」       （平成 28年 藤井千春 明治図書） 
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「行動科学に基づいた驚異の復習継続法」 （平成 25年 石田淳・長野雅弘 パンローリング社） 

「子どもとつながるノート指導の極意」          （平成 25年 俵原正仁 明治図書） 

｢フリーの統計分析ソフト HAD：機能の紹介と統計学習・教育,研究実践における利用方法の提案 

メディア・情報・コミュニケーション研究,1,59‐73｣         (平成 28年 清水裕士) 



宮崎県教育研修センター 
                           研 究 員 本田 敬       
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Ⅰ 研究主題 

  確かな学力を身に付けさせる授業づくり 

  ～「課題解決に必要な知識をもたせて、関係付けさせる」指導方法の工夫・改善を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

子どもたちが生きていくこれからの社会は、グローバル化や情報化、技術革新といった社会的

な変化が、我々の予測を超えて加速度的に進むと考えられる。このような社会に対応していくた

めには、予測のできない変化の中で主体的に判断し、他者との対話や議論を通じて協働し、自ら

問題を発見・解釈し、新たなものを創り出していけるような資質・能力が必要である。 

中央教育審議会の初等中等教育分科会において発表された教育課程企画特別部会論点整理

（H27.8：以下「論点整理」）では、新しい時代に求められる資質・能力を以下の３つの柱に整理

している。 

○ 何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

○ 知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

○ どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等） 

これらの資質・能力を育成するためには、課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びの

視点からの不断の授業改善が必要であるとされている。 

本県においては、第二次宮崎県教育振興基本計画が策定され、施策の目標Ⅱ「社会を生き抜く

基盤を育てる教育の推進」、施策２「確かな学力を育む教育の推進」において、「知識基盤社会を

児童生徒が主体的、創造的に生きていくためには、基礎的な知識・技能の習得とともに、これら

を活用する力を身に付けることが必要」とし、「知識・技能の習得を基盤としながら、子どもたち

が課題の解決に向けて主体的・協働的に学ぶ授業」を推進している。しかしながら、平成 27年度

全国学力・学習状況調査の結果では、「小学校国語Ａ」以外の全ての教科で全国平均を下回ってお

り、「個別の知識・技能」はもちろん、それらを用いて問題を解決するための「思考力・判断力・

表現力等」の育成を目指した授業改善が急務である。 

論点整理では知識について、「（知識は）新たに獲得した知識が既存の知識と関連付けられたり

組み合わされたりしていく過程で、様々な場面で活用される基本的な概念等として体系化されな

がら身に付いていく」とされている。つまり、知識は思考活動を経ることで体系化（構造化） さ

れ、そのことにより定着する。また、そのような知識であれば、様々な場面で活用できるという

ことである。よって、授業を通して、体系化（構造化）された知識を形成させることが、基礎的

な知識・技能や思考力・判断力・表現力といった確かな学力を身に付けさせることにつながると

考えられる。 

しかし、これまでの自分の指導を振り返ると、問題解決的な学習を展開する授業を行うことを

目指してはいるが、理解に時間を要する児童は自力解決できず、グループや全体での話合いにつ

いていけない等の状況が見られた。これらの原因として、「何を教え何を考えさせればよいかを明

確にしないまま授業を構成していたこと。」「活動中の児童の理解状況を確認せずに授業を進めて

しまっていたこと。」等が挙げられる。 

 このような課題を踏まえ、児童に、確かな学力を身に付けさせるためには、課題解決に必要な

知識をもたせた上で、それらを関係付けて体系化（構造化）された知識を形成させる学習活動を

授業に位置付けることが大切であると考える。そこで、基礎となる知識がどのように関係付いて

いくのかを明らかにした上で授業を計画し、思考活動の可視化など児童の理解状況を確認できる

ような指導方法の工夫・改善を行うことができれば、一人一人が本時目標を達成し、確かな学力

を身に付けさせる授業づくりにつながるものと考え、本主題を設定した。 

※１ 「体系化（構造化）された知識」とは、授業を通して形成される「より一般化・抽象化された知識」ととらえる。（詳細は後述） 

 

※１ 
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Ⅲ 研究目標 

  確かな学力を身に付けさせるために、「知識と思考活動との関わり」と「思考活動の可視化」を 

もとに、課題解決に必要な知識をもたせた上で、それらを関係付けさせる指導方法の工夫・改善 

を行い、その有効性を検証する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

  「知識と思考活動との関わり」と「思考活動の可視化」をもとに、課題解決に必要な知識をも 

たせた上で、それらを関係付けさせる指導方法の工夫・改善を行えば、体系化（構造化）された 

知識を形成させることができ、確かな学力を身に付けさせることができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究内容 

 １ 「知識と思考活動との関わり」と「思考活動の可視化」について（理論編） 

（１）  「知識と思考活動との関わり」について 

児童に、基礎的な知識・技能の定着や思考力・判断力・表現等、「確かな学力」を身に付け 

させるためには、日々の授業において、体系化（構造化）された知識を形成することを確実に 

積み重ねていかなければならない。本時目標を達成するためにも、習得させたい知識の構成 

要素となる部分の知識を明らかにし、それらの知識がどのように関係付けられ体系化（構造 

化）されるのかを明らかにした授業構築が必要と考える。 

ア 体系化（構造化）される知識と思考のとらえ方 

        岩田一彦氏は、著書『社会科の授業分析』において、知識には階層があり、いくつかの 

記述的知識を関係付けることによって分析的知識が形成され、また、いくつかの分析的知 

【実践編】 

「国語科」 

「社会科」 

「算数科」 

知識を関係付けさせる 

 

 

 

【理論編】 
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識を関係付けることによって説明的知識や概念的知識が形成されていくと述べている。 

【表１】知識の種類 

    ○ 概念的知識  … 複数の事象に共通した法則性を述べたもの 
   ○ 説明的知識  … 事象間の関係を原因と結果で述べたもの 
              （「なぜ？」の問いに答える知識） 
    ○ 分析的知識  … 事象を目的、方法、構造、過程などの観点で述べたもの 
               （「どのような？・どのように？」の問いに答える知識） 
    ○ 記述的知識  … 事象の存在について述べたもの 

（「いつ？・どこ？・だれ？・何？」の問いに答える知識） 

  【図１】知識の構造化のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようにして形成された知識を体系化（構造化）された知識ととらえ、岩田氏の理論をもと

に、知識や思考を以下のように整理した。 

〇 体系化（構造化）された知識とは、より一般化・抽象化された知識である。 

 

 

   〇 断片の知識が関係付けられる過程が思考、その結果形成されるのが、より一般化・抽象 

化された知識である。 

    

イ 知識を関係付ける思考活動の類型 

知識を関係付けさせるためには、知識と知識の関係性を具体的にとらえた上で、学習活動や指

示・発問を計画しなければならない。ここでは、思考とは、知識間の関係を整理することという

視点に立ち、福嶋隆史氏の理論を参考にし、思考活動を以下の３つに類型化した。 

 

思考活動 ＝ 

 

「ア 対比関係の整理」とは、「Ａは、〇〇。それに対して（一方）Ｂは〇〇。」のように共通 

点や相違点を整理することである。加えて、事実を知る（認識する）ことも、対比関係の整理で 

ある。例えば、「男」という性別は、「女」という性別に対比して認識される。また、「赤」という 

色も、他の色に対比して認識される。「〇〇が高い」という場合にも、ある基準との対比関係を整 

理して認識されるものである。 

「イ 具体と抽象や概念化の関係の整理」とは、「ライオン、シマウマ、キリン…、つまり、動 

物」や「乗り物、例えば、自動車、自転車、飛行機…」のように関係を整理することである。そ 

の他「白い、お正月、伸びる、…つまり、お餅。」や「お餅、例えば、白い、お正月、伸びる…。」 

というような概念化や具象化の関係も含むものとする。 

「ウ 因果関係等の整理」とは、「雨が降った。だから、水たまりができた。」や「水たまりが 

できた。なぜなら、雨が降ったからだ。」のように、原因と結果の関係を整理することである。加 

えて、相関関係のように、互いに影響を及ぼし合うような関係もこれに含めてとらえる。 

 

 

ア 対比関係の整理  イ 具体と抽象や概念化の関係の整理 

ウ 因果関係等（因果関係・順接・相関関係を含む）の整理 

概念的知識 

説明的知識 説明的知識 

分析的知識 分析的知識 分析的知識 分析的知識 分析的知識 
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【図２】思考活動のイメージ 

 

 

 

 

 

 上図は、思考の類型に基づいた思考活動のイメージ図である。人は、知識を得るために思 

考し、思考することで、より抽象化・一般化された知識を形成している。したがって、知識を 

得ることと思考することは不可分な関係であり、思考活動なくしては、知識を形成すること 

はできないともいえる。 

教科特有の言葉で表される思考活動も関係を整理する活動ととらえることができる。 

 【表２】「数学的な考え方」を「関係の整理」に置き換えた例 

 

 

 

   思考活動を「知識（事実）の関係を整理する活動」ととらえると、いずれの教科・領域の 

  学習においても汎用できる。 

 

（２）   知識の関係を整理する「思考活動の可視化」について 

頭の中で行われている思考を、言葉や文字、絵や図などで表現させるという思考活動の可視

化は、児童に、知識と知識を関係付けながらより一般化・抽象化した知識を形成させることに

つながる。また、思考活動を可視化できれば、理解状況を確認して指導方法を工夫・改善する

こともできる。 

そこで、実践校の教室には、思考活動のイメージ化が図れるように、以下のような図を掲示し、

指導の場面に応じて活用している。 

【図３】思考活動を視覚的につかませる教室掲示 

 ア：「対比関係の整理」                  イ：「具体と抽象や概念化の関係の整理」 
 
 
 
 
 
 

 
ウ：「因果関係等の整理」                      エ：「論理のものさし」 

 
 
 
 

 

 

   これらは、知識と知識がどのように関係付けられるのかを、接続詞と図で表現したものであ 

る。図中エ：「論理のものさし」については、因果関係を「事実（原因）・結果（主張）・理由付 

け」と分けて整理させるためのツールである。様々な場面においてこのような掲示物を用いてと 

らえさせることで、知識と知識の関係を整理させることができる。この他にも、カードの並べ替 

えや描画など、思考活動を可視化するための方法は指導内容に応じて様々考えられる。 

◇「多面的に見る」 … 多様な視点で括る → 具体と抽象や概念化の関係の整理 
◇「規則性を見出す」… 共通点で括る → 具体と抽象や概念化の関係の整理 
◇「帰納的に演繹的に」… 「主張と根拠」や「原因と結果」  →  因果関係等の整理 
◇「数値化、記号化…○○化」 … 言い換える → 具体と抽象や概念化の関係の整理 

知識（事実）の認識 
例） 
名前、性質、色、形、大きさ
…等。（対比関係の整理） 
※  全てのものは他と対比して 
認識される。 

知識（事実）間の関係の整理 
例） 
ア 「Ａは○○、一方Ｂは□□」     （対比関係の整理） 
イ 「Ａ、Ｂ、ＣつまりＤ」or「Ｄ、例えば、Ａ、Ｂ、Ｃ」 
            （具体と抽象や概念化の関係の整理） 
ウ 「ＡだからＢ」or「ＢなぜならＡ」（因果関係等の整理） 
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２ 「課題解決に必要な知識をもたせて、関係付けさせる」指導方法の工夫・改善（実践編） 

  知識を関係付けさせる思考活動を一人一人に行わせるためには、課題解決に必要な知識をしっ 

かりつかませることが大切である。そこで、本研究においては、市川伸一氏が提唱する「教えて 

考えさせる授業」理論を参考に授業を構成することとした。 

（１） 「課題解決に必要な知識をもたせて、関係付けさせる」学習指導過程 

    市川伸一氏が提唱する「教えて考えさせる授業」理論の概要は以下のとおりである。 

  【表３】「教えて考えさせる授業」の１単位時間の流れ 

段階 
教える 考えさせる 

教師からの説明 理解確認 理解深化 自己評価 

概

要 

教師の説明を中心に新しい
学習内容を理解させる。 

学習内容が理解で
きたかどうか確認
する。 

学習した内容を活用して理解の
深化を図る。 

授業を通して分かっ
たことなどを振り返
る。 

授業前半で基本的な学習内容を理解させた上で考えさせるというこの学習理論は、「理解に

時間のかかる児童は自力解決できずに話を聞くだけ」というこれまでの授業の課題を解決し、

個人差を解消する上で期待されている。そこで、この理論を「一つの考え方」として、以下の

ようにとらえることにした。 

 

 

    このようにとらえることで、あらゆる教科・領域の授業場面でこの考え方を活用することが 

できる。その際、いずれの教科においても、本時の目標に即して「どのような知識を、どのよ

うに関係付けさせ、どのような一般化・抽象化された知識を形成させるか」ということが教材

研究の鍵となる。 

本研究では、第６学年の国語科、社会科、算数科の３つの教科で効果を検証することとした。 

【図４】本研究における「課題解決に必要な知識をもたせ、それらを関係付けさせる」授業構成 

 

 

 

 

 

 

【表４】課題解決に必要な知識と関係付けさせた知識の例：国語科「作品を深く味わおう（やまなし）」第８時 

 

 

 

 

 

（２） 指導方法の工夫・改善 

   ア 本時目標を達成目標で記述（思考の過程や結果を具体的に記述する） 

     思考活動を充実させ、確実に本時目標を達成させるためには、授業終末段階における児童 

の姿を具体的にイメージしておく必要がある。 

そこで、本時目標は、児童が、「どのような知識を、どのように関係付け、どのような一般 

化・抽象化された知識を形成するか」という具体的な姿を記すことにした。このことで、活 

「教えて考えさせる授業」 課題解決に必要な知識をもたせて、それらを関係付けさせる授業  

「国語科」 

「社会科」 

「算数科」 

知識を関係付けさせる 

課題解決に必要な知識 知識を関係付ける 
〇 作品には、作者の生き方・考え方が表れる。（既習） 
○ 宮沢賢治の生き方や考え方（苦しい中に楽しみを見つけ
る・未来に希望をもつ）。（既習） 

○ ５月の場面のカワセミは、恐怖や苦しみを表している。 
○ 12 月の場面のやまなしは、楽しみや希望を表している。 
○ 対比表現は、どちらかを強調している。 

Ｔ：「『やまなし』で賢治が伝えたいことはどの
ようなことでしょうか？」 

         
 Ｃ：「５月の場面のように現実は厳しいが、12 月

の場面のように楽しみや喜びをもって生活
してほしい。」 
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動内容や方法及び教師の指示・発問等の指導の手立ても明確にすることができる。 

【図５】社会科：「武士による政治のはじまり」における改善例 

＜改善前＞ 

 鎌倉幕府が衰退した理由を元との戦いと関係付けて考え、元との戦いの後、御恩と奉公で結び

ついた幕府と武士の関係が崩れていったことを表現することができる。 
 

＜改善後＞ 

 元との戦いについて調べ、元との戦い以前と以後の幕府と御家人のとの関係の変化の原因と

結果の関係を整理させることで、「幕府と御家人の関係は、『御恩と奉公の関係』があったから成

り立っていた。しかし、元との戦いでは、苦戦しながら一生懸命に戦って勝ったのに、守る戦い

だったので、土地がもらえなかった。奉公をしたのに御恩がもらえないと、御恩と奉公の関係

が崩れてしまう。だから、武士たちは幕府に対して不満をもつようになり、幕府の力は弱くなっ

ていった。」ことを図化して説明することができる。 

本時目標を具体的な児童の姿で記述することは、授業者が評価の視点を明確にもつことにもつ 

ながる。このことは、授業の中で、事実と主張の因果関係、抽象化における関係付けの整合性、

必要な知識の過不足等を見取ることができ、指導を改善することにもつながる。 

 

イ 課題解決に必要な知識をもたせる指導の工夫 

   知識と知識を関係付け、より一般化・抽象化された知識を形成させるためには、その材料とな 

る課題解決に必要な知識を一人一人にしっかりもたせることが必要である。そこで、視覚化、焦 

点化といったユニバーサルデザインの授業の視点を取り入れることにした。 

（ア）  視覚化 

    知識をもたせる際にも、知識間の関係を整理させることが大切である。各授業の「課題解決 

に必要な知識をもたせる」段階では、習得させたい知識を大型モニターで提示し、矢印や接続 

詞を使って知識と知識の関係を視覚的につかむことができるようにする。視覚化することで、 

必要な知識をしっかりもたせ、課題解決の場面で活用できるようにする。 

  【図６】社会科：「武士による政治のはじまり」    

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）  焦点化                   【図８】社会科：「武士による政治のはじまり」のワークシート 

課題解決に必要な知識をしっかりも 

たせるためには、この段階で扱う知識 

を焦点化することが大切である。社会 

科では、右のようなシートを用いて必 

要な知識を焦点化して捉えさせた。 

これらの知識は、関係付けさせる段 

階で活用させることによって、より一 

般化・抽象化された知識の一部として 

体系化されていく。 

そのためには 

だから！ 

そして 

【図７】算数科：「場合をあげて調べて」 

解決方法を考える過程を視覚的にとらえさせる。 
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（ウ） インプットしたことをアウトプットさせる 

「課題解決に必要な知識をもたせる段階」では、教師が一方的に説明するのではなく、児童と

のやりとりを通して、その理解度を確かめながら進め 

ることが大切である。教師の説明を復唱させてみた

り、質問して答えさせてみたりと、インプットしたこ

とをアウトプットさせながらスモールステップで進

めることで、課題解決に必要な知識をしっかりもたせ

ることができる。一度の説明だけでは、身に付けて活

用することが難しい定義や考え方は、一人で声に出さ

せた後はペアで説明する等、変化のある繰り返しをさ

せることで、児童の理解度を確かめながら教えたこと

を確実に定着させることができる。 

【図９】算数科：「場合をあげて調べて」の例 

 

  

 

 

 

 

 

ウ 知識を関係付けさせる指導の工夫 

（ア）  思考活動の可視化 

   一人一人に思考活動を保障し、一般化・抽象化した知識を形成させるためには、思考活動を 

  可視化することが大切である。思考活動を可視化することは、それ自体が個人思考を促したり、 

  友だちと話し合ったりするための手立てとなることはもちろん、教師が児童の状態を確認し、 

指導を改善する上でも重要である。 

例えば、次の３つの活動が思考活動の可視化の例として考えられる。 

○ 説明する活動 

    説明する活動は、接続詞を使って「対比関係の整理」、「具体と抽象や概念化の整理」、「因 

果関係等の整理」等、すべての関係を言語化して整理させることができる。 

課題について考えた後は、言葉で説明させることによって、関係付けた知識の関係を明ら 

   かにさせる。説明は、「一人で練習」した後「ペアで練習」と繰り返し行わせる。 

【図 10】社会科：「武士による政治のはじまり」における例 

※ 鎌倉幕府が約140年続いたこと、鎌倉の地形、御恩と奉公の関係等の知識をもたせた後に説明させる。 

Ｔ：「鎌倉幕府は、なぜ、長続きしたのかを説明しましょう。」 

    Ｃ：「鎌倉幕府の場所は敵に攻められにくい場所にありました。また、幕府と御家人が 

御恩と奉公の関係で深くつながっていました。だから、鎌倉幕府は、約 140年も 

長続きしました。」 

【図 11】算数科：「場合をあげて調べて」における例 

※ 知識をもたせる段階で、解法を「方法」「手順」「結論」に分けて身に付けさせた後、それらを使っ 

て課題を解決させ、説明させる。 

例）Ｃ：「方法は、表を使いました。理由は、もれなく全て調べるためです。 

手順は、まず、このように枠を書いて調べる項目を書きます。次に、…。 

結論は、（だから）、〇〇です。」 

※ 説明を「方法」「手順」「結論」と部分に分けることは対比関係の整理であり、「手順の説明と結論」 

は因果関係等の整理である。 

課題解決の途中（理解のポイントとなる部分）で何度か説明する活動を入れて思考活動を

可視化させながら進めることで、全員に知識を関係付けさせることができる。 

※ 理解を確認する場面において 
Ｔ：「説明は、『方法』『手順』『結論』に分けて行います。」 

  Ｔ：「方法は？」→ Ｃ：「表に整理します。」 
  Ｔ：「なぜ？」  → Ｃ：「もれなく調べるためには、順々に調べなければならないからです。」 

Ｔ：「手順は？」→ Ｃ：「まず、表に調べる項目を書きます。次に、３個入りの箱が１個の 
時から調べます。」  

  Ｔ：「結論は？」→ Ｃ：「表から分かるように、ちょうどよい買い方は、…。」 
  Ｔ：「では、もう一度、一人で練習しましょう。」 → 一人で練習 
  Ｔ：「次は、ペアでチェックし合いましょう。」  → ペアで練習 

【写真１】声に出して説明する様子 
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＜説明する活動についての児童の感想＞ 

・「方法、手順、結論の順もあって、それ通りに説明するとよくできた。」 ・「説明がしっかりできたので 

よかった。」 ・「グループの人と考えて説明を言えたのでよかった。」  

○ 並べ替える活動 

    並べ替える活動は、因果関係等を整理させることが 

できる。例えば、出来事の順序や説明文の形式段落の 

順序等である。 

社会科「武士による政治のはじまり」第２時では、 

「課題解決に必要な知識をもたせる段階」で作成させ 

た出来事カードを並べ替えさせた。断片的な知識であ 

る出来事カードを、因果関係を整理しながら並べ替え 

させることで出来事の流れをつかませることができる。 

＜並べ替える活動についての児童の感想＞ 

  ・「武士の政治のはじまりの流れを、カードを使ってまとめることができた。」 ・「誰が何をしたか、いろ 

   んな事が学べてとても分かりやすかった。」 ・「カードをもとに話し合って意見がまとまった。」 

○ 図化する活動 

      図化する活動は、使用する図によっていずれの関係も整理できる。今回扱った図は、３－

２－４ページで示した「論理のものさし」を使用した。国語科「物語を深く味わおう」にお

ける物語の主題をとらえる活動や、社会科「武士による政治のはじまり」における学習問題

についてのまとめでは、下のように図化して説明させた。このように整理させることで、「事

実」と「結果（主張）」の因果関係（理由付け）」を明確につかませることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図化する活動についての児童の感想＞ 

   ・「事実、主張、理由を書くから考えがまとまる。」 ・「何を考えればいいか分かるからいい。」 

･「とても分かりやすいし、まとめやすくてよかった。」 ・「材料からの読み取りが分かりやすくなる。」 

･「考えることはどんなことかが分かりやすいし、結果が資料などによって書ける。」 
 

（イ）  課題の設定と協働解決 

算数科における「知識を関係付けさせる」段階では、「課題 

解決に必要な知識をもたせる」段階で、もたせた知識を使っ 

て問題解決をさせることによって、より一般化・抽象化され 

た知識を目指した。そこで、ここでは、やや難易度の高い問 

題を扱い、協働解決させるようにした。習得した知識を使わ 

せることで、方法と解き方の手順についての理解を深めさせ 

ることができる。 

【写真２】出来事カードを並べ替える様子 

【図 13】社会科：児童がかいた説明図 【図 12】国語科：児童がかいた説明図 

【写真３】グループ協議の様子 

なぜ、そう考えたのか（理由） 

考えるための材料（事実） 材料をもとに考えたこと（主張） 
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【図 14】算数科：「場合をあげて調べて」第２時における課題の例 

  ＜「課題解決に必要な知識をもたせる段階」の例題＞ 
  花だんのふちどりに使う長さ１ｍの板が 11枚あります。この板を、上の絵のようにＬ字の形に並べて、花だんをつくろ 

うと思います。縦、横、それぞれ何枚並べたときに、花だんの面積がもっとも大きくなりますか。 
※ 表を使って、縦横の板の枚数を順に調べ、面積が一番大きくなる場合を調べる問題。 

＜「知識を関係付けさせる段階」の問題＞ 

   長さ１ｍの板を使って、面積が６０㎡の長方形の花だんを作ります。板の数を最も少なくするには、縦横の板の何枚を 
何枚にすればよいですか。 
※ 表を使って、決まった面積になるように縦横の板の枚数を順に調べ、板の枚数が一番少なくなる場合を調べる問題。 

＜協働解決についての児童の感想＞ 

  ・「自分が分からないところを一緒に考えることができた。」 ・「グループで話しているときにいろんな意 

見が出てきて、それをまとめてやり方が分かった。」 ・「グループで考えた説明を発表できてよかった。」 
 

（ウ）  知識を関係付ける話合い 

児童が主体となる話合いでは、「関連した意見はありませんか？」「似た意見はありま 

せんか？」と問い、関連のある意見を集めるようにする。このような話合いにより、各 

意見の共通点や事実の因果関係にも気付きやすくなり、児童が考えを構築しやすくなる。 

また、似た意見が繰り返されることで、発言がしやすくなる効果も期待される。 

【図 15】話合いの工夫 

○ 似た意見を集めさせる。 

「他にありませんか？」ではなく、「関連はありませんか。」と問う。 

○ 前の意見を受けて話をさせる。「わたしも」と「わたしは」を使い分けさせる。 

似た意見であれば、「わたしも…」、別の意見であればわたしは…」と使い分けさせることで、 

友だちの意見と自分の意見の関係を考えて発言させる。 

   ＜児童に提示したイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  別々の意見が一度に出てくる「竹の子式」の話合いよりも、関連する意見を出し合う「雪 

だるま式」の話合いの方が知識と知識を関係付ける話合いとなる。 

○ 意見が出尽くしたら次の意見を集める。 

 「Ａ」という意見が出尽くしたら、「Ｂ」という意見…というように似た意見を集めるこ

とで、異なる意見の対比関係を整理させることもできる。 

＜話合いの工夫についての児童の感想＞ 

・「自分の意見を前より言えるようになった。」 ・「意見を言いやすかった。友達と意見があった。」 

・「みんなで話し合って意見がまとまって、自分の考えが言えるところがよかった。」 ・「友だちの考え 

を参考に自分の意見も書けるようになった。」 ・「みんなの意見を聞くとまとめやすくなった。」  

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 授業評価 

   児童が記述した文章や図、評価問題・説明の状況を１単位時間の達成目標に照らして、４段 

階で評価を積み重ねたところ、いずれの教科のどの時間においても、評価段階４の「おおむね 

満足できる」、もしくは評価段階３の「十分満足できる」の児童が８割以上であった。 

また、４段階評価を数値化（3点・2点・1点・0点）し、全員４とした時との割合で算出した達成 

率は、各教科とも９割程度という結果であった。 
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２ 成果と課題 

○ 「思考は知識を関係付けること」の考え方に基づくことで、「どのような知識をどのように関

係付けさせ、どのような一般化・抽象化された知識を形成させるか」を具体的にすることがで

き、活動内容や方法及び教師の指示や発問を明確にすることができた。 

○ 視覚化や焦点化、インプットしたことをアウトプットさせる取組により、課題解決に必要な 

知識をもたせることができ、課題解決の場面への全員参加（発言）を促すことができた。また、 

協働解決や全体での話合いの工夫により、各意見の共通点や知識の因果関係に気付かせること 

ができた。 

○ 思考活動を可視化したことで、知識間の対比関係の整理、因果関係の整理等を促すことがで 

きた。また、児童の理解状況を確認しながら、指導を行うことができたことで、一人一人によ 

り体系化（構造化）された知識を形成させることができた。 

● 今回は、可視化された児童の言葉や記述など、思考の結果形成された知識から評価した。思 

考活動の評価方法（見取り方）については、今後も研究を深めていかなければならない。 

● 児童が、授業で獲得した知識を活用できるかどうかについての検証はできていない。単元を 

通して獲得させた知識を活用して問題解決をさせる課題や場の設定についても、研究を深めて 

いきたい。 
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【図 16】評価の仕方の例（社会科：第４時） 
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【図 17】「４段階評価の人数分布」と「平均達成率」

の例（社会科：第４時） 

3点×15人＝45点 
2点×6人＝12点 

45点＋12点＝57点 

全員（21人）が４
の評価段階とした時 

3点×21人＝63点 

達成率 
57点÷63点＝90.47…点 


